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【背景・目的】近年、液相と大気圧非平衡プラズマとの相互作用を用いたプラズマプロセスが注目を

集めており、幅広い分野でその応用展開が進められている[1]。液相に液滴を用いた材料プロセス開拓も

精力的に進められており[2, 3]、そこでは液滴の蒸発とともに反応が進行する。雰囲気ガス温度が液滴蒸

発に大きく寄与することは自明であるが[4]、電子やラジカル等によるエネルギー付与がどの程度蒸発過

程に寄与しているか等、プラズマと液滴の相互作用の理解および制御は、未だ課題を残している。本

研究では、インクジェット装置を用いて再現性の高い(径の変動係数：1–2％以下)液滴を時空間制御し

ながら生成し、大気圧非平衡プラズマ中に導入することで、プラズマ中の１つ１つの液滴のその場観

察を行った。更に、雰囲気ガス温度のみならず、電子、イオン等の影響を考慮した溶媒蒸発シミュレ

ーションを行い、実験的な液滴径と比較した。 

【実験方法】アルゴンガスを流した放電容器内に平行平

板型の銅電極を配置し、電極間で大気圧プラズマ(周波

数：450 MHz)を生成した。インクジェット装置から純水

またはエタノールの液滴(直径 20–30 μm)を吐出し、プラ

ズマ中を通過させた。長距離顕微鏡を取り付けた CCD カ

メラを放電容器の前面に配置し、背面からフラッシュラ

ンプで照らす事で飛翔中の液滴を撮影した。同時に、発

光分光スペクトルから雰囲気ガス温度や電子密度等の推

定を行った。 

【結果】図１は、プラズマ中に純水とエタノールの液滴

を導入した際の液滴径の時間変化を示している。エタノ

ール液滴は純水と比較して早く蒸発しており、また、ガ

ス温度(Tg)の増大に応じて蒸発速度も増大した。実験とシ

ミュレーションとの比較結果等の詳細は発表で述べる。 
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